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1．はじめに   

首都圏での業務核都市の育成にみるように、就業  

地をどのように立地させるかは重要な問題である。  
鈴木【8】は職住分布を実際に近いTanner－Sherrau型とし  

たとき、発生する業務交通量が就業地間距離によら  
ず一様である場合、総通勤距離を最小にするminisum  

型職住割当（【5】【6】【7】参照）のケースでも就業地が一極  

集中か完全分散（職と住が一致）しか最適解になり得  

ないことを明らかにした。日】頭【9】も、均一居住分布  

・最近隣割当の下では、就業地間の移動数が距離に  

より逓減する関係にない限り、多極分散型の就業地  
分布は最適とならないことを示した。しかしまだ考  

えられる全ての就業地分布を比較したとは言えない。   
本稿ではdiscreteなモデルに基づき、職住がminisum  

割当で、就業地間に発生する業務交通の移動数は距  

離に依存しないという条件下で、職住間拒経と就業  

地相互間距離の総和を最小化する就業地立地を導く。   

2．Minisum型職住割当下での最適就業地立地問題   

都市がn個のゾーン〃＝（1，…，〃）からなっていると  

し、ゾーン掛らノへ通勤する就業者数を′・ヴ、¢間の距  

離を〟ヴ、ゾーンパこ住む常住地就業者数をrいノで働く  

従業地就業者数をrソ、全就業者数をr‥とする。  

【8】と同様に、以下の二段階の最適化開通を解くこ  

とを考える。¢間の業務移動量はf，ノの就業者故に比  

例かつ距離瑚こ依存しないと仮定し、片道通勤一ト  

リップ当りの業務トリップ数（就業者一人当りの業務  

移動発生率）をαとして以下で与えられるとする。  

3．最適就業地立地バターン   

距柾屯はゾーンの広がりによるバイアスを補正し、  

地域内距離に対応できるよう、腰嫁【2】・架凹【3】【4】に  

準じて、以下の式を用いた。  
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但し、吋ま中心間の距維、βはゾーンと等積の円の半  

径である。このとき、d“＜dリ（り≠りが満たされ、  

′∫′t＝min（′いr．‘）となるので、【P2】は最′J、費用流問過   
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に置き換えた【1】。【Pl】は初期値をr・ノ0（職住一致・一極  

集中■多極分散の3バターンを与えてβが最小の解を  

選ぷ）として以下の原始的方法で解（局所解）を求めた。  

1）′丁個目の解「ノ”一をもとに【P2】を解いて得られる「ヴー′竹  

ら∂を計算する。  

2）あるゾーンノに隣接するゾーンたに△′・の就業者を移し  

たときの∂を計算し、β，とする。  

3）β’dならば新たにr・ノ〝－◆l＝ナ・ノ椚－△r，′・・l刷＝r・l川＋△rとおき、  

2）に戻る。  

4）3）を満たす∂－がなければ、r・ノ椚を駁終的な解とする0   

隣合う中心間の距離がlの正六角形領域をゾーンと  

し、61のゾーンからなるモデルで、まず居住分布が  

均一の場合について解を求めた結果は図1のように  

なった。このとき〃＝イ（J3／（2可）である。線は通勤流を  

示し、その帽は通勤移動教主比例している。また、  

居住密皮が中心ほど高い分和は中心からの距恥 
ル）≡0．00ex〆0．06耳ズ2）  （‘）  

に従った場合の解は図2のようになった。どちらの  
場合も、αが0．4の辺りから就業地がリング状に集親  

し、そ．の内部は職住が一致するバターンが導かれ、α  

が1になるにつれ一極弛中に近づくことが分かる。  

4．ぁわりに   
Minisunl聖職住割当下では、リング状に集積する蛇  

適就業地立地が導かれた。冥l等号の祁了†丁では時間距雛  

の歪みがあり、αが0．4、1の穐矧にあれば多極分散灘  

が澱適バターンになる可能性はあると言える。但し、  

ゾーン集計による割当堆連化のIql界のlまり迅が城る。   
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